
　

長
野
大
学
は
も
と
も
と
私
立
で
し

た
が
、
２
０
１
７
年
に
公
立
大
学
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。「
地
域

に
根
ざ
す
大
学
」
と
い
う
本
学
の
特

色
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
新
学
部

「
共
創
情
報
科
学
部
」
と
、
従
来
の

企
業
情
報
学
部
と
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
部
を
統
合
し
た
「
地
域
経
営
学

部
」
を
、
２
０
２
６
年
度
に
設
置
し

ま
す
。

　　　
「
共
創
情
報
科
学
部
」
は
、
情
報
科

学
を
基
盤
に
「
共
創
社
会
」
の
実
現

を
め
ざ
す
教
育
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

複
雑
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
人
間
中
心
の
発
想
で
ア
イ

デ
ア
を
生
み
出
し
、
多
様
な
視
点
を

取
り
入
れ
な
が
ら
共
創
を
リ
ー
ド
す

る
デ
ザ
イ
ン
思
考
が
必
要
で
す
。
そ

れ
を
学
ぶ
「
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」、

Ａ
Ｉ
を
中
心
と
し
た
具
体
的
な
情
報

技
術
を
学
ぶ
「
知
能
コ
ー
ス
」、
情

報
技
術
に
よ
る
環
境
保
全
と
経
済
成

長
の
両
立
を
学
ぶ
「
環
境
コ
ー
ス
」

を
設
置
し
、
こ
れ
ら
の
横
断
的
な
学

修
に
よ
り
、
共
創
社
会
の
実
現
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。

「
地
域
経
営
学
部
」
で
は
、
地
域
や

企
業
の
課
題
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
商
品
開
発
や
ま
ち
づ
く
り
）
を
通

し
て
解
決
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を

つ
く
る
た
め
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
習

得
し
ま
す
。
２
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、「
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ス
」
は
地
域
企
業
の
技
術
や
資
源
を

最
大
限
に
活
か
す
事
業
の
推
進
、

「
地
域
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ー

ス
」
は
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
観
光

事
業
の
活
性
化
な
ど
で
持
続
可
能
な

街
づ
く
り
を
追
求
し
ま
す
。

　

地
域
と
の
連
携
を
重
視
す
る
姿
勢

は
、「
社
会
福
祉
学
部
」
も
同
じ
で
す
。

今
、
福
祉
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
人
々
の
幸
せ

を
実
現
す
る
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
。

つ
ま
り
新
し
い
福
祉
の
形
を
創
り
出

す
力
で
す
。
災
害
支
援
で
も
社
会
福

祉
学
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
本
学
の
教
授

と
学
生
が
、
上
田
市
と
協
力
し
て
支

援
活
動
と
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
も
力
を
入
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
盛
ん
で
す
。

　　　　

本
学
に
は
、
地
域
と
共
に
学
ぶ
ゼ

ミ
形
式
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま

す
。
学
生
自
身
が
地
域
の
課
題
を
発

見
し
、
解
決
へ
向
け
た
戦
略
立
案
、

事
業
実
践
を
４
年
間
通
し
て
遂
行
。

課
題
を
主
体
的
に
捉
え
、
失
敗
と
修

正
を
繰
り
返
し
て
目
標
に
向
か
う
経

験
は
大
き
な
成
長
を
も
た
ら
し
ま
す
。

先
輩
が
後
輩
を
指
導
す
る
関
係
が
で

き
る
こ
と
も
、
教
育
の
到
達
度
が
高

い
要
因
で
す
。

　

現
在
、
共
創
情
報
科
学
部
お
よ
び

同
研
究
科
開
設
の
た
め
新
校
舎
を
建

設
中
で
す
。
地
域
を
巻
き
込
み
課
題

解
決
を
目
指
す
「
知
の
拠
点
」
と
し

て
、
本
学
は
前
進
を
続
け
ま
す
。

大学のトップが語る

いま必要な力と学びとは?
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学生が地域に飛び込み、課題発見・解決に取
り組むことで真の共創を学ぶことができる。

現
実
の
地
域
課
題
を
テ
ー
マ
に

実
践
力
を
磨
く
カ
リ
キ
ュラ
ム

学
生
が
大
き
く
成
長
す
る

独
自
の「
地
域
協
働
型
教
育
」

「
共
創
情
報
科
学
部
」「
地
域
経
済
学
部
」が
始
動

共
創
社
会
実
現
に
貢
献
す
る
地
域
の「
知
の
拠
点
」
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